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NPO法人レッドリボンさっぽろ

北海道HIV陽性者のリアルを伝える事業

本庄　真美子

陽性者の生の声を伝え、HIVの正しい知識と最新のHIVの情報を提供し、知識の
UPDATEを図るとともに、陽性者自身の気持ちの整理やHIVの事を話してもよいと思
える場所を創出する

事業チラシの配付については、より多くの施設に広く案内すべきと考え、ポスター製作を取りやめてチ
ラシと冊子の作成のみとし、計画を上回る2000ヶ所に配付。下半期に事業を利用した講演を3回実施。
「陽性者の困難を知ることができた」「自分の知識に偏りがあった」などアンケート結果では9割以上の
方に満足頂くことができた

事業チラシ配布先　2000ヶ所（郵送）
講演の参加人数
1．旭川市保健所主催「思春期性感染症予防講演会」　26名
2．市民公開セミナー「HIV治療は今」　7名
3.コミュニティセンターZEL「陽性者と語ろう」　12名（合計）45名

平成31年度エイズ予防財団助成事業実績報告書

対象となった人数
（実質）

事業の目的

事業の達成度

団体代表者

実施事業名

実施団体

2019年9月上旬
事業チラシの製作、および郵送配布用に案内文、パンフレット印刷

2019年9月15日
道内拠点病院・医師会・歯科医師会・看護協会・薬剤師会・社会福祉士会・歯科衛生士会・介護福
祉士会・労働組合・道内商工会・商工会議所・ハローワーク・介護施設・札幌市LGBTフレンドリー
企業・社会福祉協議会・市町村障害福祉担当課の計2000ヶ所に事業チラシを郵送配布しました。事
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2019年10月7日（月）
14:00～15:30　旭川市第三庁舎　保健所棟　1F講座室において
旭川市保健所主催　思春期性感染症予防講演会
『HIV陽性者を取り巻く現状と課題』をテーマにお話しし、介護施設職員、養護教員、医療関係者な
ど、26名の方にご参加頂きました。

広報は旭川市保健所HPのほか、学校などの教育機関、介護施設などに直接ご案内頂きました。

自己紹介と、HIVの感染経路などの基礎知識のおさらいをした後に通院頻度、医療費、1日1回1錠
が主流となっている服薬など現在のHIV治療や利用する制度についてをお伝えしました。その後
にU=Uといった最新の知識はもちろん、陽性者が抱えているリアルな「困ったな･･･」など、1時間ほ
どかけてお話ししました。
 
私自身、レッドリボンさっぽろの一員として講演を行うことは初めてでしたので少し緊張しましたし、
この内容で伝わるだろうか？とギリギリまで悩みながら作成しましたが、講演会終了後のアンケー
トでは、「これまで気づかなかった陽性者の方々の困難を知ることができました」、「自分の持って
いる知識の偏り、アップデートできていないことへの驚きがあった」と参加された皆様からありがた
いお言葉を頂くことができました。この講演をきっかけにして新たなつながりができ、この事業の継
続にもつながればいいなと思っています。

2020年2月22日（土）
市民公開セミナー「HIV治療は今」
レッドリボンさっぽろが主催しサークルさっぽろにて市民公開セミナー「HIV治療は今」を2/22
10:30～12:00に参加費無料で開催。レッドリボンさっぽろHP・Twitter・Facebook・ブログなどで広報
をし、7名の方に参加頂きました。陽性者の生活や今の治療について、U=UやPrEPについても触
れた他、現代を生きる陽性者が抱えている課題をお伝えしました。参加された方からは「陽性者の
病院や施設での対応って、性同一性障害の治療を受けている方が受ける病院や施設での対応と
似ている」といったことも教えて頂き、企画した弊会としても新たな学びを得ることができたセミナー
となりました。

10/7実施 旭川市保健所主催講演会

2/22実施 「HIV治療は今」市民公開講座

公開セミナーの様子はメモリー

カードの不具合で記録できてお

らず未添付



活動の様子
※イベントまたは成果物などが分かる写真や説明書き、また団体ホームページ等のURLを掲載してください。

事業実績・具体的な活動内容欄に記載

2020年3月21日（土）
コミュニティセンターZEL　「HIV陽性者と語ろう」
コミュニティセンターZELの運営協力を行うやろっこさんからお話があり、ZELではイベントとして過
去に何度か実施をしている「HIV陽性者と語ろう」のゲストとしてお招き頂き、3/21コミュニティセン
ターZELにおいて20:00～21:30の予定で実施しました。新型コロナウイルスの影響で積極的な広報
ができませんでしたが12名の方に参加頂きました。HIVの基礎知識、陽性者の生活や治療、課題
についてお話ししました。ZELさんとは10年近くの付き合いがあり、参加頂いた方もよく知る相手だ
からかパートナーとの出会いについてや、U=Uについて率直な質問があったほか、コミュニティセ
ンターだからこそと考え、ペニスの模型を用意し、参加者にコンドームをつけてもらい、その後に正
しいコンドームのつけ方をレクチャーすることも盛り込みました。「コンドームの正しい付け方は知
らなかった！」という声もあり、とても良いイベントとなりました。

2020年3月　　　　講演時に配付するHIV陽性者の生活をまとめた冊子を1000部製作
札幌在住のアーティストCHIEさんにデザインを依頼し製作しました。
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コミュニティセンターZELブログ記事より

https://blog.canpan.info/zel/archive/188

講演時配付冊子

A5サイズ 12ページ


